
（別紙３）

～ 2025年　3月25日

（対象者数） 37 （回答者数） 27

～ 2025年　3月25日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・スタッフ一人一人の気付きを取り込み活動に活かす
・職員会議にて発言の場を設ける

2 ・継続し続け、内容を吟味していく

3
・継続し続ける
・多くの保護者に参加いただける様プログラムを企画する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 年間スケジュールを作成し早めの対応を行っていく

2
・丁寧な申し送りを行えるよう支援者と送迎者の情報共有を
行う
・ブログなど定期的に更新し、都度お知らせをする

3 非常勤職員への情報提供をライングループで発信していく

○事業所名 ScatKIds日進

○保護者評価実施期間 2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所内での情報共有 職員会議を行っているが、非常勤職員の参加が難しい

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者個人面談 保護者とのスケジュール調整

情報発信
申し送り、連絡帳に頼りがち、「ホームページ」「ブログ」
「はいチーズ」「公式ライン」十分にを見ていただけていない

豊富な活動プログラム

・5領域に応じた支援プログラムの実施
・スタッフの得意分野を活かした活動の実施
・児童の特性に合わせた活動の細分化

外部連携

・戸板女子短期大学とのパートナーシップ、学生ボランティア
の受け入れ、児童への特別な交流の提供。大学での障害に関す
る講義の提供
・慶応大学発達障害研究サークルの受け入れ、児童との特別な
交流
・自治会参加による地域交流

保護者会開催
・保護者同士の交わりの場となるようなプログラム
・卒業生の保護者との勉強会
・クリスマスクラッシックコンサート

事業所における自己評価総括表公表


